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The Junior Doctor Science School is a project developed by the Japan Science and Technology Agency. Tsuyama College was 

adopted in 2018 and is working on this project. The Junior Doctor Science School seeks out elementary and junior high school 

students with high motivation and outstanding abilities, and trains their abilities through learning in the fields of science and math-

ematics and information, with the aim of encouraging outstanding human resources who will lead future science and technology 

innovation. In this project, a student mentor system is established as an important element that constitutes the systematic 

training program of this project.  Since we started our efforts in 2018, we have been improving the student mentor 

system. A good evaluation was also obtained in the mid -term evaluation by the Japan Science and Technology Agency 

in 2020.In this report, we describe the assessment of the growth of mentors as result of student mentor a ctivities. 
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１．はじめに 

津山工業高等専門学校（以下，津山高専または本

校と称す）は，2018年度に国立研究開発法人科学技

術振興機構（以下，JST と略称する）の事業である

「ジュニアドクター育成塾」に採択され，以来，JST

の支援のもと，津山高専ジュニアドクター育成塾（以

下，津山高専のジュニアドクター育成塾については

本企画と称す）に取り組んでいる．ジュニアドクタ

ー育成塾は，将来の科学技術イノベーションを牽引

する傑出した人材の育成に向けて，高い意欲や突出

した能力を持つ小中学生を発掘し，理数・情報分野

の学習などを通じてその能力を伸長させる体系的な

取り組みである 1)．対象とする児童生徒は，小学校

５・６年生および中学生であり，各実施機関では毎

年 40名程度を新規に募集している． 

本企画では，将来，イノベーターとして科学技術

分野を牽引する 100 万人に一人の才能を見出し育成

する体系的育成プログラムを開発・実施することを

目的として，企画名を『「5σ」の逸材へ，発掘して

育てるジュニアドクター育成塾』とした 2)． 

ジュニアドクター育成塾は，小中学生を対象とし

たプログラムであることから，受講生の意欲・能力

を伸長するため個に寄り添ったサポートが必要であ

り，学生メンターの重要性が指摘されている 3)．本

企画でも，育成プログラムの重要な構成要素として

“学生メンター制度”を設けている．学生メンター

制度については，2018 年度に本企画を開始して以

来，実践と改善を重ねており，2020年度の JST によ

る中間評価においても一定の評価を受けた．学生メ

ンター制度の意義とメンター育成システムについて

は別報 4)にて報告予定である．本報では，受講生の
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学習支援に携わる学生メンター自身の能力伸長の評

価について報告する． 

２．学生メンター 

ジュニアドクター育成塾は，小中学生を対象とし

たプログラムであることから，個に寄り添ったサポ

ートが必要であり，学生メンターの活動に期待する

ところは大きい．学生メンターは，単なる補助学生

ではなく，相談・指導・助言の役割を担い，より受

講生に寄り添った存在と位置付けられる． 

また，学生メンター制度は，受講生支援のためだ

けでなく，学生教育の一環として，学生メンター自

身のキャリア形成にも資することをねらって活動を

展開している． 

JST の規約によると，学生メンターは原則として

大学生以上となっていることから，本企画では本科

４・５年生と専攻科生から 15 名程度を選任してい

る．また，状況によっては連携機関となっている大

学や短大から選任する場合もある．  

３．能力伸長の評価の観点と評価材料 

学生メンター活動の目的は，前述のように，受講

生支援とメンター自身のキャリア形成に資すること

である．そこで，以下の２つの観点から学生メンタ

 

表１ 選択式アンケート 
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ーの能力伸長を評価する． 

1) 受講生支援に関するスキル 

2) 学生メンター自身のキャリア形成 

具体的には，受講生支援のスキルについては，ス

キルの向上があったのか，あったとすればどのよう

なスキルが向上したのか，また，受講生支援におけ

る意識はどのように変化したのか，このような観点

から評価する． 

また，学生メンター自身のキャリア形成について

は，将来の自分を考えた時に，どのような力が付い

たのか，どのような意識が形成されたのか，このよ

うな観点から評価を試みる． 

評価の対象とするデータは，次の２点を用いる． 

(1)選択式アンケート 

(2)自由記述式アンケート 

選択式アンケートとしては，表１に示す“学生メ

ンターのスキルアップ度の計測シート”を利用した．

これは，ルーブリック形式の表になっているが，ル

ーブリックは達成できたレベルを選択することにな

るが，この表では“身につけてほしいスキル”のす

べてについて，S（とても良い）からD（悪い）の５

段階で自己評価するようになっており一般的なルー

ブリックとは少し異なる． 

具体的に述べると，求めるスキルの区分として

“評価項目”を左欄に示しており，その右の(a)列か

ら(e)列に具体的に“身につけてほしいスキル”を提

示している． 

学生メンターは，活動の“当初段階”と“最終段

階”のそれぞれの段階において，(a)列から(e)列につ

いてS からD の５段階で自己評価する．この当初段

階と最終段階の結果を比較することで能力伸長の評

価を行うものである． 

また，自由記述式アンケートとしては，学生メン

ター活動の最終回に行った“学生メンター活動最終

回アンケート”を用いる．このアンケートの設問

は，次の２つである． 

設問１：「本年度の活動を通して，自分の身に付

いたかなと思う事柄を具体的に記述してください」 

設問２：「活動全体を通して意見・感想などを記

述してください」 

ここに，アンケートの対象となった学生メンター

は，本科４・５年生と専攻科生の12名である． 

選択式アンケートからは，能力伸長に関する全体

的な傾向を定量的に把握する．一方，自由記述式ア

ンケートからは，学生メンターの意識の変化などの

内面的な分析を試みる． 

なお，自由記述式アンケートの分析について

は，分析者による原文読解とともに解析用ソフトウ

エアを利用したテキストマイニング5)による分析も

試み，それぞれの分析方法の特徴についても考察す

る． 

４ 選択式アンケートの分析結果 

選択式アンケートの分析結果については，紙面の

都合により，代表的な２つの結果のみを図１と図２

 

図１ 選択式アンケートの分析結果（グループディスカッションでのファシリテーターのスキル） 
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に示す． 図１は，受講生支援に関する代表的スキル

として“グループディスカッションでのファシリテ

ーターのスキル”を分析した結果を示している．図

１(a)に“意見が出やすいように雰囲気を整えること

ができる”の分析結果を示す．当初段階ではＣ（い

ま少し）の回答が12名中６名となっており，半数の

者が“いま少し”の自己認識を持っていた．これは，高

専生の普段生活ではファシリテーションをする機会

は少なく，経験に乏しいため当然の結果と思われる．

一方，同じ質問に対して，最終段階ではＡ（良い）

の答えが12名中８名，Ｓ（とても良い）が２名とな

っており，評価のレベルが大幅に向上している．こ

れは，メンター研修会で専門家による訓練を受けて

いること，子どもたちのグループディスカッション

の場で実際にファシリテーターの役割を果たしたこ

とによって，自己のスキルを認識し自信も付いた結

果と理解できる． 

図２は，学生メンター自身のキャリア形成に関す

る代表的能力として“他人の意見を聞いて自分の活

動に活かしていく力”について分析した結果である．

図２(c)に“他人の意見を取り入れて，自分自身を成

長させようと心がけている”についての分析結果を

示す．当初段階ではＡ（良い）の回答が12名中２名

であったが，最終段階では９名に増えている．活動

を通して，他人の意見を聞くことの重要性に気付い

たことがうかがえる．また，(e)に“難しい課題に直

面したときは，一人で考えるだけでなく，いろいろ

な人の意見を聞くようにしている”についての分析

結果を示す．当初段階ではＳ（とても良い）の回答

が12名中１名であったが，最終段階では３名に増え

ている．この項目はチーム力に関連する設問である

が，協同して対応することの重要性の認識が深まっ

ている．一方，(b)の“他人の意見や価値観を否定し

ない”については，最終段階で１名がＤ（悪い）と

否定的な回答している．これは，活動を進めていく

過程での議論において，他者の意見と自分の思いの

葛藤の中で納得できないことがあったものと推察さ

れるが，このような経験を積むことで成長して行っ

てもらいたい． 

５ 自由記述式アンケートの分析結果 

５．１ 原文読解による分析 

自由記述式アンケートについて，分析者自身が原

文を読解することによって分析を行った．このアン

ケートは，活動の１年間を振り返って総括すること

を求めたものである．アンケートの設問と回答を以

下に示す．なお，回答の掲載については，倫理的配

慮から個人特定につながるような原文掲載は避

け，回答の趣旨を変えない範囲で簡潔な表現に変え

ている．筆者の主観が入ることになるがやむを得な

い．また，紙面の都合もあり，代表的なものだけを

掲載している． 

 

学生メンター活動最終回アンケートと回答 

設問１：『本年度の活動を通して，自分の身に付い

 

図２ 選択式アンケートの分析結果（他人の意見を聞いて自分の活動に活かしていく力） 
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たかなと思う事柄を具体的に記述してください』 

・子どもたちの意見を聞いたり，会議で他メンバーの意見
を聞いたりするなど，他人の思考・意見をしっかりと聞
き，自分の考え方と交えてディスカッションする能力が身
に付いたと思える． 
・子どもたちと一緒に取り組むことで，自分自身の考え方
の幅を広げられた．歳の離れた子どもたちのグループワー
クを取り仕切る中で，小さな声に耳を傾ける力が身に付い
たと思う．このような機会が無ければ経験することのない
ことなので，自分自身にとってプラスになったと思う． 
・積極的に人の輪に入って意見を言ったりすることが苦
手であった．学生メンター活動に参加することが，ある種
のチャンスとなり，苦手だとしても「自分はこの場に参加
している」ということを意識すれば臆することなく意見が
言えたり，人の話を聞くことができるようになった． 
・高専生活では小中学生と接することが少ないが，子ども
たちから想定外の質問が来るので対応力 が付いたように
思える． 
・歳が離れた子どもたちと話す機会は少なく，自分の話し
方では伝わらないことがあることを改めて知った．学生メ
ンターを通して多くの子どもたちと話すことで，自分のコ
ミュニケーション 能力は少しずつ上がっていったように
感じた． 

 

設問２：『活動全体を通して意見・感想などを記述

してください』 

・教員の視点を持ってないからこそ分かる学生ならでは
の視点で子どもにアドバイスすることができた．一方
で，先生の指示に捕らわれた考え方に陥ってしまった節が
あり，そこはもっと自由で柔軟に捕えられるように改善す
べきと感じた． 
・学生メンター独自企画については，授業の課題や卒業研
究と並行してやっていくのは少し難しかったが，結果的に
はもう少し力を入れるべきだったと感じた． 
・学生メンターを経験して，自分自身の新しい一面を発見
する良い経験になった．ただ，子どもたちともう一歩深く
接することが出来れば，もっと自身の成長につながったの
ではないかと思う． 
・小中学生と話をする機会はほとんどなかったため，メン
ター活動における指導については不安があったが，メンタ
ー研修会でアドバイスをもらい，メンター間で実践するな
どして，相手から話を聞き出す力がついたと思える． 
・塾生と初めて会った時は，研修会で知った指導方法を実
践することができるのかとても不安だったが，塾生の話を
聞きたいというスタンスを崩さなければ，子どもたち
は，彼らが思うことや今までやってきたことを話してくれ
ることが分かった． 
・塾生は，興味のあることに対してはいくらでも話すこと
ができ，しっかり研究していることが分かった．塾生の熱
心に取り組んでいる姿を見ると真にすごいと思え，自分自
身の意識付けにも役立った． 
・メンター会議は，最初はあまりなじむことができず，全
体としても静かな雰囲気だったが，回数を重ねていくうち
に積極的な意見交換ができるようになり，メンター活動の
意識づけに効果があったと感じた． 
・さまざまな挑戦を行う塾生に接して，自分自身が学ぶこ
とがたくさんあった．失敗しても色んなアイデアをためす
姿勢は自分にとって大きな影響を与えてくれた． 

 

設問１の『自分の身についたかなと思う事柄』に

ついては，他人の意見を聞いて，自分の考えも交え

てディスカッションする能力が身に付いたと述べて

いる．また，相手が年下の子どもであったが，その

ことで自分の考え方の幅を広げることができた旨の

回答も多かった．さらに，普段は人前で意見を言っ

たりすることが苦手だった学生も，否応なく子ども

たちと会話をしなければならず，そのことがかえっ

て自分の成長につながったと記述している． 

次に，設問２の『活動全体を通しての意見・感想

など』については，普段は教師から教えてもらって

いる立場の学生メンターたちが，子どもたちに教え

るという体験を通して新たな自分に気付いたという

趣旨の回答が多かった．特に，さまざまな課題に挑

戦する子どもたちの姿を見て，学生メンター自身が

感銘を受け，自分自身の将来に反映して行こうとす

る様子が見てとれる．このことは，学生メンター自

身のキャリア形成の面からも重要なことといえよう． 

 

５．２ テキストマイニングによる分析 

自由記述式アンケートを分析する場合，５．１節

のように回答者の記述をそのまま原文読解する方法

は，気持ちの変化などの意識の内面が把握しやすい

というメリットがあるものの，すべての回答を分析

することは量的に難しく，取捨選択する段階で分析

者の主観が介在することになる．そこで，本節で

は，大量のテキストデータを統計的に扱うことがで

きるテキストマイニングの手法を導入して分析を試

みる．テキストマイニングでは，解析用ソフトウエ

アを用いてアンケートの原文を機械的に処理するの

で分析者の主観が介在し難く客観性が担保できると

考えられる． 

 

（１）分析方法  テキストマイニングは，アン

ケート調査の自由記述文章などの大量のテキストデ

ータを品詞単位の単語に分解し（形態素解析とい

う），多変量解析の技術を用いて単語の出現頻度や

単語間の結びつきの強さ（例えば，共起関係）など

を分析することによって，文書全体を理解しようと

する手法である 6)．従前は解析用ソフトウエアが高

価であったため，市場分析などの商用利用に限られ

ていたようであるが，近年はいくつかのフリーソフ

トウエアが開発され，学校における授業評価アンケ

ートの分析などの教育的研究にも利用されるように

なった 7)． 

本報で用いたテキストマイニングのツールは，樋

口耕一氏によって開発された“KH Coder 8)”を使用

した．KH Coder はフリーソフトウエアとなっており

誰でも利用できる．また，解析結果が図表などの視

覚化された形でアウトプットされるので，統計学や

多変量解析の専門的知識のない者でも分析が可能で

あり，近年さまざまな研究に利用されている 9)． 

テキストマイニングの分析の対象としたデータ

は，５．１節と同じ“学生メンター活動最終回アン

ケート”であるが，取捨選択することはなく，全て

の回答について原文のまま解析した．
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（２）分析条件  使用した KH Coder のバージョ

ンは Windows 版の KH Coder-3 である．形態素解析

には，ChaSen と MeCab が選択可能であるが，ここ

では MeCab を使った．予備解析を実行したとこ

ろ，「メンター会議」のような本来複合語として現

れる語が「メンター」と「会議」のように分解され

た形で抽出されるので，このような語は複合語とし

て強制抽出されるように設定した．また，「する」

は，文のあらゆる所で出現し出現頻度の高い語であ

るが，本報の分析の観点からはあまり意味がない語

なので分析対象から外した． 

 

（３）分析結果と考察  テキストマイニングで

抽出された語の総数は 1406語で，うち異なり語は 3

68 語であった．出現頻度の高い上位 75 語を表２に

示す．なお，以降では，抽出語をカッコ付で表す． 

表２によると，出現頻度の上位には「自分」や「学

生メンター」，「子ども」，「塾生」が見られ，学

生メンターとしての自分自身や受講生について言及

していることが理解できる．また，出現回数５回～

７回の語には，「能力」，「活動」，「経験」など

の語が現れており，今回の活動の経験と自身の能力

との関係を述べていることがうかがえる． 

一方，出現回数２回の語では，「不安」や「心」

などの語が認められ，出現回数は少ないものの，心

の内面を述べている重要語と思われる．「不安」に

ついては，後述する共起ネットワークによって分析

を試みる． 

以上のように，抽出された語や出現回数を分析す

るだけでも回答の趣旨がある程度推察できるが，さ

らに分析を深めるため，語と語の結びつきの強さを

KH Coder の機能を使って次に分析する． 

ここでは，KH Coderの多変量解析機能の一つであ

る“共起ネットワーク 10)”の図を出力して解析結果

の“見える化”を図り分析を進める．共起関係は，出

現回数２回以上の語について解析した．KH Coderが

出力した共起ネットワークを図３に示す．語を囲む

円が大きいほど出現回数が多いことを表している．

共起関係は Jaccard係数（語と語の出現状況の類似度

を示す指標）11)で評価しており，語と語が線で結ば

れているものが共起関係にある．また，互いに線で

結ばれている語の集団が，共起関係などの関連性が

認められるクラスターとなっている． 

共起ネットワーク図の右端付近に「能力」という

語が認められる．この語と共起関係にある語からア

ンケート回答の趣旨を分析する．その手法は次のよ

うである． 

すなわち，パソコンに表示された図の上で「能力」

という語をクリックすると KH Coder の KWIC コン

コーダンス（用語索引）12)の機能が働き，「能力」と

いう語の索引結果が前後の文脈を付けた状態で表示

される．「能力」の KWICコンコーダンスの出力を

図４に示す．この KWIC コンコーダンスによる

と，「能力」という語については“コミュニケーシ

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 19 苦手 3 行う 2
自分 15 参加 3 講義 2
学生メンター 14 指導 3 今 2
子ども 10 持つ 3 仕事 2
塾生 10 小中学生 3 姿勢 2
意見 9 接する 3 思える 2
話 8 全体 3 視点 2
感じる 7 相手 3 実践 2
能力 7 他人 3 取り組む 2
分かる 7 同士 3 重要 2
身 6 アドバイス 2 出す 2
良い 6 ジュニアドクター育成塾 2 少し 2
話す 6 ディスカッション 2 少ない 2
コミュニケーション 5 メンター会議 2 心 2
活動 5 意識 2 深い 2
機会 5 会議 2 成長 2
経験 5 改善 2 生かす 2
自身 5 学ぶ 2 声 2
積極 5 企画 2 先生 2
付く 5 教える 2 導く 2
聞く 5 研究 2 独自 2
力 5 向上 2 年下 2
人 4 広げる 2 不安 2
もう少し 3 考え 2 幅 2
興味 3 考え方 2 物事 2

 

表２ テキストマイニングによる抽出語リスト 
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ョン能力やディスカッション能力が身についた”と

述べていることが理解できる．このようにして関連

する語の文脈を見てゆくと，「能力」という語が含

まれるクラスターでは，次の事柄を述べていること

が明らかになった．すなわち，“「コミュニケーシ

ョン」「能力」が「身」に「付いた」ので，今回の

「経験」を将来の「仕事」に「生かして」いきたい”

という自身のキャリア形成に関する思いについて言

及している． 

次に，図３の上部に「話す」という語がある．こ

の語と共起関係にある語についてKWICコンコーダ

ンスを用いて文脈を分析すると次のことが判明した．

すなわち，“受講生のような「年下」の生徒と「話

す」機会は「少ない」が，多くのことを「学ぶ」こ

とができた”．これらの分析結果は，５．１節の原

文読解による結果とも一致している． 

次に，前記の表２において，出現回数は少ないも

のの重要語と思われる「不安」という語について，共

図３ 共起ネットワーク 

図４ KWICコンコーダンスの例 
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起ネットワークから分析を試みる．「不安」という

語は，共起ネットワーク図では左端付近に表れてい

る．「不安」と共起関係にある語の文脈から分析す

ると，次のような意識の変化を読み取ることができ

た．すなわち，“最初は「不安」であったが，メン

ター研修会の講師から「アドバイス」をもらい，「実

践」を重ねて行くうちに「指導」の「方法」が「理

解」できるようになった”．このように，受講生支

援に関するメンター自身のスキルや気持ちの変化を

述べている． 

以上のように，テキストマイニングによると，解

析用ソフトウエアを利用することで，自由記述式ア

ンケート結果を機械的かつ容易に分析でき，視覚的

にも分かりやすく提示できることが確認できた．５．

１節で示した人間の手作業による原文読解よりも簡

便であり，分析者の主観が介在し難く客観性が担保

できることも利点である．今回は，アンケート対象

者が 12 名と少なかったので原文読解も可能であっ

たが，人数が多くなりテキストデータが膨大になる

と原文読解は困難であり，このような状況ではテキ

ストマイニングの手法は極めて有効と思われる．  

なお，KH Coderによる分析では，分析条件が少し

でも異なると，アウトプットされる図（共起ネット

ワークなど）の“見た目”が大きく変化する．この

場合でも，分析結果の内容自体が大きく変化してい

るわけではなく，図の外見が変わるだけと考えて問

題ないことが判明したが，厳密に再現性を求める場

合には，分析条件を正確に記録しておく必要がある． 

６．まとめ 

本報では，津山高専ジュニアドクター育成塾にお

いて受講生の学習支援に携わる学生メンターの能力

伸長の評価について報告した． 

評価については，選択式アンケートと自由記述式

アンケートの両方から分析を試みた．選択式アンケ

ートでは，定量的に全体的な傾向を把握した．一

方，自由記述式アンケートからは，学生メンターの

意識の変化などの内面的な分析を試みた． 

分析の結果，受講生に接するスキル向上だけでな

く，学生メンター自身が受講生から多くの刺激をも

らって自分自身の将来に反映していこうとする姿が

見てとれた．このことは，学生メンター制度が，学

生教育の一環であるという本企画の趣旨に合致する

もので，メンター自身のキャリア形成に一定の効果

があったものと判断できる． 

また，自由記述式アンケートについては，原文読

解とテキストマイニングの２つの方法で分析した

が，テキストマイニングは解析用ソフトウエアを利

用することで客観性を担保しながら比較的容易にア

ンケート結果を分析できることが確認できた．今後

は，学生メンターだけでなく，受講生たちの自由記

述式アンケート結果の分析についてもテキストマイ

ニングの活用を検討していきたい． 
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